
電話 0555-25-2121、ＦＡＸ0555-20-2015、Ｅメール gikai@town.n i sh ikatsura.yamanash i.jpまで
インターネットで議会を傍聴して下さい。http://www.town.nishikatsura.yamanashi . jp/gikai/あなたの声を議会に！

平成19年11月14日発行

VOL.

西桂町

ゴールをめざしてゴールをめざして　～町民体育祭　～町民体育祭 障害物競走～障害物競走～ ゴールをめざして　～町民体育祭 障害物競走～ 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成18年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成18年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成18年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成18年度一般会計決算 3P
18年度の８会計決算額 …………………………………

一般質問 (相澤議員）
農業活性化への取り組み・入札制度の見直しについて …

一般質問 (宮下議員）
政治姿勢・三ツ峠グリーンセンターの運営・
県道・町道整備・町長公約について ………………

9P

10P

11～12P
地域で活躍する団体を訪ねて フラ・プルメリア 15Ｐ



Ａ

に
頼
ら
ず
、
堅
実
な
行
財
政

運
営
が
行
わ
れ
た
結
果
で
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
減
ら

さ
れ
て
い
く
中
で
、
地
方
交

付
税
に
代
わ
る
財
源
確
保
や
、

町
税
滞
納
者
対
策
、
歳
出
削

減
に
向
け
た
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、

大
規
模
な
事
業
を
実
施
す
る

際
に
、
財
政
支
援
が
あ
る
か

を
精
査
し
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
補
助
事
業
で
実
施
し
、

国
公
橋
架
替
を
は
じ
め
、
三

ツ
峠
線
駐
車
場
・
中
学
校
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
造
成
等
、
仕
上

げ
ま
し
た
。
住
民
の
行
政
へ

の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
い
る

現
状
で
は
、
住
民
の
役
場
へ

の
期
待
は
大
き
く
、
評
価
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

創
意
工
夫
、
努
力
に
よ
り
、

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
最
後
に
、
町
政
発
展

の
た
め
、
さ
ら
な
る
努
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
西
桂
町
一
般

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
18

億
３
千
６
０
４
万
７
千
１
４

０
円
、
歳
出
総
額
17
億
４
千

５
５
９
万
２
千
７
７
１
円
と
、

昨
年
度
と
比
較
し
ま
し
て
、

歳
入
で
は
２
・
０
％
の
増
額
、

歳
出
で
は
２
・
４
％
の
増
額

と
な
る
決
算
で
す
。
本
決
算

の
特
徴
は
、
実
質
収
支
額
は

７
千
２
１
６
万
４
千
３
６
９

円
で
す
。
数
々
の
財
政
状
況

を
示
す
財
政
力
指
数
、
経
常

収
支
比
率
、
公
債
費
負
担
比

率
に
関
し
て
は
、
概
ね
良
好

で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率

に
関
し
て
は
県
下
28
市
町
村

の
下
か
ら
２
番
目
で
、
非
常

に
低
水
準
で
す
。
こ
の
事
は

少
な
い
自
主
財
源
の
当
町
に

お
い
て
、
安
易
な
借
り
入
れ

３
２
８
万
６
千
円
、
歳
入
合

計
に
お
け
る
自
主
財
源
比
率

は
37
・
８
％
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。
自
主
財
源
の
柱
で
あ

る
町
税
の
現
年
度
徴
収
率
は
、

対
前
年
度
比
０
・
３
％
の
増

で
す
が
、
滞
納
者
対
策
を
さ

ら
に
強
化
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。
経
常
一
般
財
源
比

率
は
、
99
・
68
％
で
対
前
年

度
比
０
・
７
上
回
っ
て
い
ま

す
。
経
常
収
支
比
率
は
、

81
・
８
％
で
対
前
年
度
比

３
・
０
上
回
っ
て
い
ま
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
に
お
い

て
注
意
が
必
要
さ
れ
る
状
況

で
す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、

８
・
02
％
、
18
％
以
上
で
は

地
方
債
の
発
行
に
国
の
許
可

が
必
要
と
な
り
、
25
％
以
上

で
は
一
般
事
業
等
の
起
債
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

②
町
債
残
高

平
成
18
年
度
町
債
残
高
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
て
36
億
２
千
71
万
４
千

円
で
前
年
度
と
比
べ
３
千
４

一
般
会
計
他
７
会
計
の
決

算
審
査
の
結
果
、
関
係
諸
帳

簿
並
び
に
諸
書
類
等
符
合
し
、

間
違
い
な
く
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
財
務
事
務
も
正

し
く
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
、
今
後
な
お
一
層
の

努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

監
査
に
基
づ
い
て
の
意
見

①
財
政
状
況

財
政
運
営
の
健
全
性
を
示

す
指
標
と
な
る
実
質
収
支
比

率
は
、
６
・
14
％
で
対
前
年

度
比
１
・
73
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
、
今
後
は
、
予
算
編
成
時
・

決
算
見
込
額
調
査
時
に
正
確

な
精
査
を
行
い
、
健
全
な
実

質
収
支
比
率
に
近
づ
け
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
財

政
力
指
数
は
０
・
36
％
、
自

主
財
源
総
額
は
、
７
億
１
千

－2－

平成18年度 一般会計決算

安富英彦 監査委員

一
般
会
計
賛
成
討
論

監
査
委
員
報
告

実
質
公
債
費
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
県
下
県
下 

　
28
市
町
村
中
、

市
町
村
中
、
２
番
目
に
良
好

２
番
目
に
良
好 

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、 

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を 

実
質
公
債
費
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、
県
下
県
下 

　
28
市
町
村
中
、

市
町
村
中
、
２
番
目
に
良
好

２
番
目
に
良
好 
実
質
公
債
費
比
率
、
県
下 

　
28
市
町
村
中
、
２
番
目
に
良
好 

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、 

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を 

実
質
公
債
費
比
率
、
県
下 

　
28
市
町
村
中
、
２
番
目
に
良
好 

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、 

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を 

実
質
公
債
費
比
率
、
県
下 

　
28
市
町
村
中
、
２
番
目
に
良
好 

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、 

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を 

強
制
執
行
の
措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、

　
　
　
不
納
欠
損
額
の
解
消
を 

滝口新一朗 議員

平成19年9月定例会本会議

歳入 18億3千604万7千140円 歳出 17億4千559万2千771円

０
０
万
２
千
円
増
加
し
て
い

る
。
財
政
上
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

③
町
税

調
定
額
に
対
す
る
収
入
率

は
89
・
09
％
で
、
対
前
年
度

比
０
・
04
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
ま
す
が
、
強
制
執
行
の

措
置
等
を
早
急
に
講
じ
、
不

納
欠
損
額
の
解
消
に
、
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
あ
た
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

④
性
質
別
歳
出
の
状
況

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債

費
で
３
・
９
％
増
、
国
公
橋

架
替
・
三
ツ
峠
線
駐
車
場
造

成
の
補
助
事
業
は
増
加
し
た

も
の
の
単
独
事
業
の
抑
制
に

よ
り
２
・
８
％
減
少
し
ま
し

た
。
総
体
的
に
は
歳
出
の
抑

制
が
図
ら
れ
た
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

⑤
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
保
税
収
入
率
は
前
年
度

比
２
・
４
％
の
減
少
で
す
。

財
源
確
保
の
上
か
ら
も
、
収

入
未
済
額
の
縮
減
は
健
全
な

財
政
運
営
の
た
め
に
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
滞
納
者
に
対
す
る
積
極

的
な
納
税
指
導
や
実
態
調
査
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を
行
う
な
ど
滞
納
整
理
に
取

組
み
、
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
向
け
不
断
の
努
力
を
さ
れ

た
い
。
不
納
欠
損
処
分
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
税
の
公
平

負
担
を
期
す
る
う
え
か
ら
も
、

徹
底
し
た
調
査
を
行
い
、
厳

正
に
対
処
さ
れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
の
収
入
未
済

額
の
増
加
は
、
今
後
の
財
政

運
営
に
も
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
収
入
未
済

額
の
縮
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

事
業
特
別
会
計

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
８
７
８
万
３
千
円
と
な

っ
て
い
る
。
早
期
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
効
果

的
で
効
率
的
な
管
理
運
営
に

努
め
ら
れ
た
い
。

下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
は
順
次
供
用
開
始

と
な
る
の
で
受
益
者
へ
の
啓

蒙
を
行
い
、
加
入
世
帯
の
増

加
を
図
る
策
が
必
要
で
す
。

受
益
者
負
担
金
収
入
未
済

額
は
、
前
年
度
比
62
・
33
％

の
増
加
で
す
。
負
担
の
公
平

を
期
す
る
た
め
、
収
入
未
済

額
の
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

町民一人あたり
このように
使われました

平成18年度

一般会計決算

物 件 費

7万8千267円

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

そ の 他

5万6千877円
維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

人 件 費

7万2千693円

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

公 債 費

4万2千014円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

投資的経費

3万5千006円

町 の 総 額

36億2千071万4千円

町民一人あたり

74万3千473円

大型備品の購入
町道水路
建物の建設 等

扶 助 費

2万2千914円

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

補助費等

5万0千667円

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

町 の 総 額

14億6千187万7千円

町民一人あたり
30万0千180円

（土地を除く）

うち国・県が賄う額　1万2千446円
実質一人あたり　 2万9千568円（ ）

うち国・県が賄う額 53万8千489円

（ ）
（２特別会計を含む）

簡易水道特別会計

下水道特別会計〔 〕 実質一人あたり 20万4千984円

町 の 借 金 町 の 貯 金



査
が
終
わ
り
、
そ
の
公
図
を
、

今
ま
で
紙
で
出
し
て
い
ま
し

た
が
、
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
入

れ
ま
し
た
。

問

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

金
に
つ
い
て
説
明
を
。
申
請

は
何
件
で
、
一
件
い
く
ら
位

か
。

住
民
福
祉
課
長

５
人
槽
が

５
基
、
７
人
槽
が
５
基
、
合

計
10
基
で
す
。

国
が
１
／
３
、
県
１
／
３
で
、

５
人
槽
に
つ
い
て
は
34
万
２

千
円
、
７
人
槽
に
つ
い
て
は
、

41
万
４
千
円
の
１
／
３
が
国

と
県
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

－4－

問

下
水
道
の
設
置
を
し
て

い
な
い
地
域
で
、
新
築
等
す

る
場
合
に
補
助
金
は
出
ま
す

か
。

建
設
水
道
課
長

下
水
道
の

認
可
区
域
に
つ
い
て
は
、
下

水
道
で
補
助
金
が
出
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
所
で
は
住
民
福

祉
課
で
の
補
助
金
に
な
り
ま

す
。

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
共
同
経
費
社
協
負
担

金
の
算
定
基
準
の
明
細
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課
長

ガ
ス
料
金

パソコンに取り入れられた公図

税
の
徴
収
対
策

問

具
体
的
な
徴
収
対
策
は
。

税
務
課
長

平
成
19
年
度
は
、

滞
納
者
一
人
一
人
に
対
し
て

行
動
予
定
を
立
て
対
応
し
て

い
る
状
況
で
す
。
一
人
一
人

の
財
産
状
況
を
調
査
し
、
第

三
者
か
ら
は
消
極
的
に
見
え

る
５
年
の
時
効
を
極
力
排
除

し
、
徴
収
す
る
と
い
う
姿
勢

で
現
在
事
務
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
下
の
市
町
村
に
お
い

て
も
収
納
率
の
向
上
は
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
平
成
19
年

度
か
ら
は
、
県
下
の
全
市
町

村
が
参
加
し
て
研
究
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
い
る
状
況
で

す
。

問

未
収
金
の
対
応
に
つ
い

て
町
長
の
お
考
え
は
。

町
長

県
で
も
、
県
民
税
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
市
町
村

に
徴
収
を
委
ね
て
い
ま
す
が
、

県
税
の
収
納
率
を
上
げ
る
た

め
に
市
町
村
と
協
働
す
る
機

会
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
、
対
応
を

強
力
に
進
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
税
金
の
公
平
性

と
い
う
意
味
で
も
、
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

未
収
金
の
回
収
に
努

力
を
お
願
い
し
た
い
。

児
童
手
当

問

小
学
校
終
了
前
特
例
給

付
負
担
金
、
小
学
校
修
了
ま

で
の
該
当
者
数
、
金
額
は
。

住
民
福
祉
課
長

第
１
・
２

子
の
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
が

月
額
１
万
円
、
３
歳
以
上
が

月
額
５
千
円
。
第
３
子
以
上

は
全
て
月
額
１
万
円
で
す
。

年
３
回
に
分
け
て
交
付
し
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
現
在
の

人
数
は
３
歳
未
満
が
１
１
９

名
、
３
歳
以
上
小
学
校
修
了

ま
で
が
５
５
７
名
、
計
６
７

６
名
で
す
。

問

農
業
委
員
会
県
交
付
金

が
昨
年
よ
り
減
少
し
た
理
由

は
。
ま
た
国
土
調
査
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

企
画
振
興
課
長

三
位
一
体

改
革
の
税
源
移
譲
の
関
係
で

農
家
数
割
・
農
地
面
積
割
等

が
市
町
村
に
入
る
こ
と
に
な

り
交
付
金
が
減
少
し
ま
し
た
。

国
土
調
査
事
業
は
、
地
籍
調

税の公平性という意味でも、
未収金の回収に努力を

９月定例会・連合審査会

児
童
手
当
は
小
学
校
修
了
ま
で

（
平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
）

﹇
条
例
﹈
３
件

◎
平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
７
月
10
日
ま
で
の
間
に
お
け

る
西
桂
町
長
の
給
与
の
減
額
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
賛
成
全
員
）

○
本
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

７
月
10
日
ま
で
の
間
、
10
・
34
％
、

月
額
６
万
円
の
減
額
を
定
め
た
条

例
の
制
定
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

賛
成
全
員
）

◎
西
桂
町
地
区
集
会
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

○
各
公
民
館
は
町
の
公
共
施
設
で

す
の
で
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈
１
件

◎
市
道
認
定
に
つ
い
て

（
賛
成
全
員
）

○
都
留
市
よ
り
、
西
桂
町
地
内
の

道
路
を
市
道
認
定
し
た
い
と
の
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
行
政
区
域
外

の
路
線
認
定
に
つ
い
て
は
、
該
当

市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
提
案
を
す
る

も
の
で
す
。

﹇
承
認
﹈
１
件

◎
平
成
18
年
度
西
桂
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
の

報
告
に
つ
い
て
　
（
承
認
全
員
）

﹇
補
正
予
算
﹈
３
件

平
成
19
年
度
各
会
計
補
正
予
算

○
別
記
説
明

﹇
決
算
﹈
８
件

平
成
18
年
度
各
会
計
決
算

○
別
記
説
明

公図をパソコンに取り入れ
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休日夜間救急医療、第一次 (軽症)と第二次 (重症）
第二次、富士吉田市立病院・日赤病院で、

19,869人（富士五湖広域）

﹇
同
意
案
件
﹈
３
件

◎
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）

◎
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）

◎
教
育
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
（
全
員
同
意
）

９
月
定
例
会
は
平
成
19
年
９
月

14
日
に
招
集
さ
れ
、
同
日
に
本
会

議
、
こ
の
後
会
期
中
に
連
合
審
査

会
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
15
日

間
の
会
期
を
も
っ
て
、
28
日
に
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
よ
り
議
決
案
件
１
件
、
条

例
３
件
、
承
認
１
件
、
補
正
予
算

３
件
、
決
算
８
件
、
同
意
３
件
が

提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

・
コ
ピ
ー
代
・
水
道
料
・
清

掃
委
託
・
電
気
料
・
電
話

料
・
灯
油
代
・
ろ
過
器
の
補

修
代
、
そ
の
う
ち
コ
ピ
ー
代

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

25
％
、
電
気
料
・
電
話
料
が

50
％
、
そ
の
合
計
が
３
１
９

万
３
千
３
１
５
円
で
す
。

意
見

社
会
福
祉
協
議
会
は

１
つ
の
独
立
し
た
法
人
で
す
。

町
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
運
営
に
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
企
画
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
に
理
解
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
周
知
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

意
見

業
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
用
経
費
等
の
経
常
経
費

が
、
財
政
を
ひ
っ
迫
し
ま
す

の
で
、
出
来
る
だ
け
経
常
経

費
の
縮
減
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

意
見

合
併
問
題
の
し
っ
か

り
し
た
判
断
材
料
を
用
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

事
前
に
事
務
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

問

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
利
用
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長

住
基
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
全

国
各
市
町
村
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。
住

基
カ
ー
ド
発
行
は
現
在
14
件
、

平
成
18
年
度
中
は
４
件
発
行

が
あ
り
ま
し
た
。

意
見

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
30
周
年
記
念
に
軽
自

動
車
１
台
を
寄
付
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
40
周
年
記
念
に

は
、
西
桂
町
の
た
め
の
寄
付

を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

意
見

良
い
意
味
で
、
内
容

を
精
査
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
説
明
が
で
き
て
、
今
の

様
な
温
か
み
の
あ
る
保
育
所

の
運
営
が
出
来
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

富
士
北
麓
休
日
夜
間
急

患
診
療
体
制
に
つ
い
て
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課
長

休
日
夜
間

救
急
医
療
は
、
第
一
次
と
第

二
次
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度

は
、
第
一
次
の
在
宅
当
番
医

へ
行
く
件
数
は
、
休
日
の
昼

間
が
４
９
５
件
で
す
。
ま
た
、

比
較
的
重
症
の
第
二
次
救
急

は
、
富
士
吉
田
市
立
病
院
、

日
赤
病
院
で
、
１
万
９
千
８

６
９
人
で
す
。

意
見

犬
猫
死
骸
処
理
で
、

地
域
か
ら
要
請
が
無
く
て
も
、

気
が
つ
い
た
ら
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

意
見

猿
等
の
捕
獲
を
強
力

に
進
め
て
い
た
だ
き
、
下
暮

地
や
倉
見
の
遊
休
農
地
を
有

効
に
活
用
出
来
る
よ
う
に
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

平
成
19
年

度
は
、
５
万
円
を
限
度
額
と

し
て
、
柵
の
補
助
を
し
て
い

ま
す
。

意
見

高
齢
化
に
な
り
ま
す

の
で
、
出
来
る
だ
け
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

意
見

き
れ
い
な
状
態
で
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
町
民
等
が

使
用
出
来
る
よ
う
に
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

意
見

し
っ
か
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
点
検
を
し
て
い
た
だ
き

事
故
の
無
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

見事なパラバルーン　～保育所運動会～

小林栄明 委員相澤十四朗 委員前田親保 委員
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国保税、未収金を少しでも減らすように
未納者には、10割負担の資格証・短期証を発行
居宅介護住宅改修、本人負担１割、限度額20万円

９月定例会・連合審査会

配
布
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
に
国
保
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

住
民
福
祉
課
長

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
活
用
い
た
し
ま
し
て

啓
発
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
証
の

更
新
の
際
に
分
か
り
や
す
い

も
の
が
あ
れ
ば
配
布
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

笑顔での健康診断

問

国
保
が
成
り
立
た
な
く

な
る
と
困
り
ま
す
の
で
、
不

納
欠
損
、
未
収
金
を
少
し
で

も
減
ら
す
よ
う
に
努
力
を
。

住
民
福
祉
課
長

国
保
税
の

未
納
者
に
は
、
10
割
負
担
の

資
格
証
発
行
、
短
期
証
発
行

を
し
て
い
ま
す
。
税
務
課
と

協
力
す
る
中
で
徴
収
に
励
ん

で
い
き
た
い
。

問

国
保
啓
発
事
業
で
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
全
戸
に

国
民
健
康
保
険
の
啓
発
を

（
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
決
算
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
利
用
を

（
平
成
18
年
度
介
護
保
険
会
計
決
算
）

意
見

指
定
管
理
者
へ
良
い

形
で
引
渡
し
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

燃
料
費
が
３
０
０
万

円
ほ
ど
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
無
い
よ

う
に
経
費
の
節
減
を
お
願
い

し
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

循
環
を
し

ま
す
と
温
度
が
冷
め
な
い
の

で
燃
料
費
の
節
減
に
な
り
ま

す
。
５
時
以
降
の
夜
間
割
引

に
は
、
利
用
客
も
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
お
客
さ
ん
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

意
見

お
客
さ
ん
が
多
く
来

て
も
ら
う
よ
う
に
、
な
お
一

層
の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

今
後
も
お

客
さ
ん
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問

主
治
医
意
見
書
作
成
事

務
手
数
料
と
は
。

住
民
福
祉
課

西
桂
町
・
富

士
吉
田
市
・
忍
野
村
・
山
中

湖
村
で
審
査
会
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
主
治
医
意
見
書
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
意
見
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
料
金
で

す
。

意
見

西
桂
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
、
な
る
べ
く
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

居
宅
介
護
住
宅
改
修
の

利
用
件
数
は
。

住
民
福
祉
課
長

本
人
負
担

が
１
割
で
、
限
度
額
が
20
万

円
で
す
。
利
用
件
数
は
10
件

で
す
。

問

施
設
入
所
は
何
名
か
。

住
民
福
祉
課
長

３
月
末
で

24
名
入
所
し
て
い
ま
す
。

問

施
設
入
所
待
ち
は
何
名

か
。

住
民
福
祉
課
長

約
20
名
で

す
。

サービス低下の
ない経費節減を

（平成18年度三ツ峠グリーン
センター会計決算）

ふれあいゲートボール（グリーンセンター）



－7－

良質な水を安定供給するように

水道管路台帳記載の石綿管、取替終了

問

災
害
時
の
水
道
保
有
、

国
の
基
準
は
何
時
間
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

災
害
等
あ

っ
た
場
合
、
電
気
が
止
ま
っ

て
も
、
国
の
基
準
13
時
間
だ

け
は
持
つ
よ
う
に
２
基
の
タ

ン
ク
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問

水
道
料
金
の
見
直
し
の

考
え
は
。

建
設
水
道
課
長

今
は
50
円

×
１
・
05
＝
50
・
25
円
で
す
。

独
立
採
算
制
に
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
75
円
×
１
・
05
＝

78
・
75
円
必
要
で
す
。
今
の

と
こ
ろ
値
上
げ
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

漏
水
を
、
な
る
べ
く
減

ら
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
の

水
道
タ
ン
ク
２
基
、
13
時
間

供
給
で
十
分
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

計
画
で
は
、

２
基
の
タ
ン
ク
で
十
分
だ
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

30
％
の
漏
水
に
つ
い
て
は
、

本
管
の
漏
水
で
は
な
く
、
個

人
の
取
入
部
分
が
殆
ど
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
修
繕

工
事
等
で
分
か
り
次
第
改
善

し
て
い
き
た
い
。

意
見

良
質
な
水
を
安
定
供

給
す
る
よ
う
に
、
な
お
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

簡
易
水
道
特
別
会
計
が

大
変
厳
し
い
と
は
十
分
認
識

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
下

水
道
料
金
へ
影
響
し
ま
す
の

で
、
水
道
料
金
値
上
げ
は
当

分
現
状
維
持
で
、
下
水
道
が

整
備
さ
れ
て
き
て
か
ら
見
直

し
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

町
で
勝
手
に
値
上
げ

を
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

水
道
問
題
の
審
議
会
等
行
い

な
が
ら
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

問

石
綿
管
の
取
替
え
は
。

建
設
水
道
課
長

管
路
台
帳

に
載
っ
て
い
る
石
綿
管
は
、

今
年
の
８
月
ま
で
に
全
部
取

り
替
え
ま
し
た
。
台
帳
に
載

っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
分
か
り
次
第
改
修
し
ま
す
。

意
見

石
綿
管
は
漏
水
の
可

能
性
も
高
い
の
で
的
確
に
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

起
債
償
還
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
防
衛
施
設
局
に
よ

り
事
業
費
の
６
割
を
補
助
で
、

２
基
の
タ
ン
ク
等
の
工
事
を

始
め
ま
し
た
。
残
り
の
４
割

は
地
方
債
で
対
応
し
た
の
で
、

毎
年
約
１
千
７
０
０
万
円
を
、

平
成
48
年
ま
で
返
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
成

48
年
度
で
償
還
終
了
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

平
成
18
年

度
に
借
り
た
の
が
最
後
で
、

30
年
間
で
支
払
い
し
ま
す
。

災
害
等
が
無
い
限
り
は
、
平

成
48
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

問

下
水
道
供
用
開
始
区
間

で
は
、
下
水
道
に
接
続
し
な

く
て
も
、
受
益
者
負
担
は
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長

接
続
し
な

い
方
に
は
受
益
者
負
担
が
発

生
し
、
12
年
間
か
け
て
支
払

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

未
収
額
は
、
督
促
状
を
出
し

職
員
が
直
接
お
願
い
に
行
っ

て
い
ま
す
。

意
見

未
収
金
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

意
見

下
水
道
事
業
の
半
分

は
国
で
負
担
し
、
残
り
の
半

分
に
対
し
て
90
％
ま
で
は
起

債
を
認
め
て
く
れ
る
。
事
業

費
の
10
％
の
お
金
が
あ
れ
ば

事
業
が
で
き
ま
す
。
90
％
ま

で
の
起
債
の
内
45
％
は
、
後

で
国
が
面
倒
を
み
ま
す
。
残

り
の
55
％
は
町
で
と
い
う
よ

う
に
国
主
導
で
行
っ
て
い
る

事
業
で
す
。
償
還
額
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
45
％
は
国
で

交
付
し
て
い
た
だ
け
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
活
字
に
し

て
書
い
て
い
な
い
と
分
か
り

に
く
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

辺
に
つ
い
て
は
。

建
設
水
道
課
長

起
債
の
交

付
税
算
入
に
つ
い
て
の
説
明

は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

13時間保有２基の水道タンク

水
道
料
金
値
上
げ
は

必
要
だ
が
現
状
維
持
を

（
平
成
18
年
度
簡
易
水
道
会
計
決
算
）

下
水
道
未
接
続
で
も
受
益
者
負
担
あ
り

(

平
成
18
年
度
下
水
道
会
計
決
算)
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会　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計

1千348万5千円 17億9千936万9千円
191万1千円 4億8千081万1千円

1千106万6千円 2億0千493万6千円

補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第３号）

○町長給料等と町長交際費を減額　　　　△１２１万０千円
○公有財産管理台帳整備委託費の追加　　　２６５万７千円
○標準宅地評価等鑑定調査委託費の追加　　２１０万５千円
○自立支援費支払システム整備費の追加　　１８６万２千円
○木造住宅耐震改修補助金の追加　　　　　１８０万０千円
○その他　　　　　　　　　　　　　　　　６２７万１千円

○退職被保険者等償還金　　　　　　　　　１６９万８千円
○その他　　　　　　　　　　　　　　　　　２１万３千円

○国・県・支払基金の精算返還金　　　　　７６３万２千円
○その他　　　　　　　　　　　　　　　　３４３万４千円

国民健康保険特別会計補正予算 (第１号）

介護保険特別会計補正予算 (第１号）

9月定例・補正予算

補正予算の主な内容

賛成全員

賛成全員

賛成全員

務
に
つ
い
て
は
、
県
学
校
施

設
課
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、

建
設
に
向
け
て
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
個
性
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進
」
に
つ
い

て
の
「
英
語
助
手
の
活
用
」

で
す
が
、
ダ
ニ
エ
ル
先
生
の

後
任
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
よ
り
ナ
ン
シ
ー
・
リ
ー
先

生
が
着
任
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
地
域
ぐ
る
み

の
青
少
年
育
成
活
動
の
活
性

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

「
地
域
内
交
流
の
促
進
」

に
つ
い
て
は
、
８
月
４
日
に
、

富
士
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周

辺
及
び
三
ツ
峠
登
山
道
等
を

清
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

育
ち
学
ぶ
環
境
づ
く
り

「
教
育
施
設
の
充
実
と
地

域
開
放
の
推
進
」
で
す
が
、

小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
事

化
」
に
つ
い
て
で
す
。

町
民
会
議
で
は
見
守
り
隊

の
体
制
づ
く
り
を
行
い
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
整
え
て
登
下

校
時
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

続
い
て
、
「
生
涯
学
習
機

会
の
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
中
の
体
験
活
動
事
業

で
砂
金
採
り
な
ど
の
８
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

活
力
づ
く
り

「
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
交
流
拠
点
の

形
成
」
で
す
。
現
在
は
、
早

期
に
指
定
管
理
者
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
事
務
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

都
市
づ
く
り

ま
ず
、
「
狭
隘
な
道
路
及

び
橋
梁
の
改
良
・
整
備
」
に

つ
い
は
、
県
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
に
つ
い
て
は
、
10
月

に
は
用
地
に
関
す
る
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
「
一
般
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
５
戸
を

対
象
と
し
た
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
予
定
し
て
お
り
、

対
象
家
屋
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
診
断
数
値
の
低

い
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
補
助
事
業
と
し
て
、
交
付

要
件
に
合
っ
た
家
屋
に
つ
い

て
は
補
助
金
を
交
付
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
「
地
域
防
災
の

推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。
第

43
回
山
梨
県
消
防
団
員
操
法

大
会
で
は
、
山
梨
県
消
防
学

校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
西
桂

町
消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

参
加
と
連
携
づ
く
り

ま
ず
、
「
国
際
交
流
の
推

進
」
に
つ
い
て
で
す
。
８
月

７
日
か
ら
３
泊
４
日
で
環
太

平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
桂
林
市
霊
川
県
と
の
国

際
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て

小型ポンプ操法の部に出場した西桂消防団

小
学
校
体
育
館
、
県
が
現
地
視
察

県
消
防
団
員
操
法
大
会
に
出
場

川村町長
行政報告

９月定例・補正予算の主な内容



会 計 名

一 般 会 計 9千045万4千369円 1千829万0千000円 7千216万4千369円
歳入歳出決算差引 繰越明許費繰越額 実 質 収 支 額

（活・活重点施策区分）［主な事業と決算額］ （歳 出 総 額）（カッコ内予算計上額）

会 計 名

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 法 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護予防支援事業特別会計

グリーンセンター特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

下 水 道 特 別 会 計

4億4千903万2千922円
3億7千985万6千612円
2億0千887万4千191円

35万8千000円
6千115万8千846円

1億7千071万8千180円
2億5千583万6千608円

4億3千384万7千896円
3億7千409万1千998円
1億8千687万6千311円

19万8千500円
5千749万8千873円

1億6千521万9千369円
2億4千913万1千146円

1千518万5千026円
576万4千614円

2千199万7千880円
15万9千500円
365万9千973円
549万8千811円
670万5千462円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出決算差引

○自然との共生づくり　　　　　　　　　　1千966万1千円（2千060万2千円）
ゴミ収集事業［14,991千円］、合併処理浄化槽設置整備補助事業［3,780千円］

○コミュニティづくり　　　　　　　 1億1千401万６千円（1億1千955万2千円）
各種保健事業［25,669千円］、延長保育事業［4,690千円］、一時保育促進基盤・障害児保育事業［2,624千円］、
児童館開放［5,332千円］、地域包括支援センターの設置［8,020千円］、高齢者生きがい対策事業［5,202千円］、
障害者自立支援給付事業［58,215千円］

○育ち学ぶ環境づくり　　　　　　　　　 4千743万0千円（4千919万2千円）
中学校施設等整備事業［24,166千円］、小学校施設等整備事業［1,055千円］、インターネット情報教育の推進［13,688千円］
英語助手の活用［4,098千円］、生涯学習事業［1,450千円］

○活力づくり　　　　　　　　　　　　　 4千411万8千円（4千604万0千円）
商工会補助［5,500千円］、織物工業協同組合・糸の音会補助［3,500千円］、
三ツ峠グリーンセンター運営管理事業［31,290千円］、農林漁業体験交流事業［1,714千円］

○ふるさとづくり　　　　　　　　　　　　　 332万0千円（345万7千円）
桜の里管理事業［1,144千円］、保全松林緊急保護整備事業［2,176千円］

○都市づくり　　　　　　　　　　　　 2億8千354万1千円（2億9千643万7千円）
町単道路整備事業［67,324千円］、町単道路整備計画事業［8,141千円］、公営住宅整備事業［3,228千円］、
西桂町簡易水道整備事業［77,808千円］、西桂町公共下水道整備事業［121,163千円］、防災体制整備事業［2,992千円］

○参加と連携づくり　　　　　　　　　　 6千511万7千円（6千564万0千円）
国際交流［3,207千円］、業務系ネットワーク運用事業［34,207千円］、職員系ネットワーク運用事業［11,565千円］、
行政間ネットワーク運用事業［5,045千円］、ふるさと夏まつり事業［3,500千円］、情報公開事業の展開［6,978千円］
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平成18年度の８会計決算額

は
、
10
名
で
８
月
16
日
か
ら

４
泊
５
日
で
訪
問
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
初
め

て
中
学
生
４
名
が
同
行
し
、

学
校
教
育
施
設
、
歴
史
博
物

館
、
家
庭
訪
問
等
の
視
察
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
町
民
主
役
の

体
制
整
備
」
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
様
が
「
ふ
れ
あ
い

や
語
ら
い
、
さ
ら
に
は
安
ら

ぎ
」
な
ど
を
実
感
で
き
る
多

目
的
サ
ロ
ン
の
設
置
を
す
る

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
が
よ
り
反
映
さ
れ
る
形

で
の(

仮
称)

「
西
桂
町
民
サ

ロ
ン
整
備
促
進
委
員
会
」
を

創
設
し
、
立
案
段
階
か
ら
の

町
民
参
画
に
よ
り
、
町
民
と

一
体
と
な
っ
た
元
気
で
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
及
び

町
民
の
自
立
の
精
神
、
互
助

の
精
神
を
盛
り
上
げ
て
地
域

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
公
約
２
件
及
び
、

県
の
事
務
連
絡
体
制
の
不
備

に
伴
う
１
件
の
行
政
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
大

型
の
町
長
公
用
車
廃
車
に
つ

い
て
は
、
売
払
い
も
済
み
、
代

替
車
で
あ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
を
11
月
納
車
の
予
定
で
進

め
て
い
ま
す
。
大
型
４
Ｗ
Ｄ

車
か
ら
軽
自
動
車
へ
の
変
更

と
合
わ
せ
、
経
費
削
減
と
環

境
へ
の
配
慮
が
図
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
入
札
制
度
の
見

直
し
は
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
を
実
施
し
、
契
約
の
透

明
性
の
確
保
と
競
争
性
の
向

上
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

続
い
て
、
平
成
14
・
15
年

度
の
国
保
財
政
調
整
交
付
金

が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
い
た

問
題
に
つ
い
て
は
、
原
因
は

交
付
金
申
請
時
に
使
用
す
る

数
値
に
つ
い
て
、
県
の
指
示

ミ
ス
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

申
請
者
は
市
町
村
長
の
た
め
、

当
町
に
お
い
て
も
国
に
対
し

今
年
度
中
に
９
２
６
万
円
の

返
還
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

返
還
方
法
は
基
金
を
取
り
崩

し
て
返
還
す
る
か
、
あ
る
い

は
県
が
創
設
す
る
無
利
子
貸

付
制
度
を
利
用
す
る
か
の
方

法
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
国
保
運
営
協
議
会
等
関

係
機
関
の
ご
意
見
を
賜
り
、

国
保
財
政
に
影
響
が
な
い
よ

う
事
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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近
年
、
我
が
国
の
農

業
は
中
国
を
中
心
と

し
た
農
畜
産
物
等
の
輸
入
拡

大
や
、
全
国
的
な
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
不
足
等
か
ら
、

そ
の
活
力
は
年
々
低
下
し
つ

つ
あ
り
、
食
糧
の
自
給
率
も

40
％
を
割
り
込
む
状
況
に
あ

り
ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
し

て
も
、
鳥
獣
被
害
の
拡
大
等

も
あ
り
、
遊
休
農
家
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
全
体
的
に

農
業
離
れ
が
進
ん
で
お
り
ま

す
が
、
当
町
に
は
東
京
都
と

中
央
高
速
道
路
に
よ
り
短
時

間
で
直
結
さ
れ
て
い
る
立
地

条
件
と
、
三
ツ
峠
の
麓
に
位

置
す
る
魅
力
あ
る
様
々
な
観

光
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
業
振
興
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
や
所
得
向
上
に
も
期
待

で
き
る
地
産
地
消
の
た
め
の

学
校
給
食
で
の
活
用
に
対
す

る
補
助
制
度
の
導
入
も
視
野

に
入
れ
た
農
業
活
性
化
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

農
業
活
性
化
に
い
て

は
、
16
名
の
農
産
物

生
産
者
協
議
会
に
よ
り
、
毎

週
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

朝
市
や
さ
く
ら
祭
り
、
ホ
タ

ル
祭
り
、
味
噌
博
覧
会
で
の

即
売
会
、
ま
た
、
冬
菜
祭
り

や
漬
物
野
菜
祭
り
な
ど
独
自

の
活
動
も
し
て
お
り
、
町
民

及
び
消
費
者
へ
の
「
安
心
・

安
全
な
野
菜
」、「
地
産
地
消
」

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
生
産
団
体
を

組
織
し
、
遊
休
農
地
の
解
消

を
図
る
た
め
東
京
の
業
者
と

連
携
し
て
都
市
住
民
に
農
業

体
験
の
場
を
提
供
す
る
活
動

と
し
て
、
植
付
け
か
ら
収
穫

に
至
る
一
連
の
作
業
を
都
市

住
民
に
体
験
し
て
い
た
だ
く

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
町

は
業
者
や
農
業
生
産
団
体
へ

の
遊
休
農
地
の
斡
旋
紹
介
等

を
行
い
、
町
の
観
光
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
た
事
業
展
開
を
し
て

お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
生
産
者
も
高
齢

な
ど
に
よ
り
会
員
数
な
ど
が

減
少
し
て
お
り
、
直
売
な
ど

で
は
需
要
過
多
気
味
に
な
っ

て
い
る
現
状
も
あ
り
、
後
継

者
や
新
規
就
農
者
な
ど
の
育

成
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。現

在
、
農
業
離
れ
の
１
つ

の
要
因
と
し
て
鳥
獣
被
害
が

あ
り
、
耕
作
地
が
あ
り
耕
作

意
欲
が
あ
る
農
家
も
農
業
が

で
き
な
い
現
状
で
す
。
農
業

活
性
化
の
た
め
に
は
、
ま
ず

被
害
の
減
少
が
最
優
先
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
鳥
獣
害
対

策
の
補
助
条
件
を
緩
和
し
、

予
算
を
増
加
し
て
自
給
農
家

で
も
補
助
を
受
け
や
す
い
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
以
降
も
新
し
い
補
助

制
度
の
確
立
を
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

現
在
で
も
生
産
者
組
合
に
よ

り
食
材
の
提
供
と
し
て
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
や
冬
菜
等
を
出
荷

し
て
お
り
ま
す
。

問答

農
業
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
は

ま
ず
鳥
獣
被
害
の
減
少
が

最
優
先

町長

問

鳥獣害防護柵

相澤力造相澤力造 議員議員 相澤力造 議員 

地域資源を生かした農業振興、高齢
者の生きがい対策と地産地消促進は

今年度より、鳥獣害対策の補助条件緩和

問答

入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

一
般
競
争
入
札
、

平
成
20
年
４
月
か
ら

今
年
度
、
山
梨
県
で

は
一
般
競
争
入
札
の

対
象
範
囲
を
１
億
円
以
上
か

ら
３
千
万
円
以
上
に
拡
大
し
、

１
千
万
円
以
上
で
も
一
部
試

行
し
ま
す
。
当
町
で
は
、
発

注
予
定
価
格
の
入
札
前
公
表

は
平
成
19
年
10
月
よ
り
、
ま

た
、
一
般
競
争
入
札
は
平
成

20
年
10
月
か
ら
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
不
祥
事
防
止
と
事

業
費
削
減
へ
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

本
年
度
よ
り
現
場
説

明
会
の
廃
止
や
、
入

札
の
経
過
及
び
契
約
の
締
結

内
容
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
公
開
に
加
え
て
、
入
札

制
度
の
改
善
を
図
り
、
予
定

価
格
の
事
前
公
表
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
層
の
公
平
性
・
透
明

性
・
競
争
性
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
一
般
競
争
入
札

を
平
成
20
年
４
月
か
ら
取
り

入
れ
て
い
く
よ
う
規
則
等
の

整
備
を
し
、
不
祥
事
や
不
正

行
為
等
の
防
止
と
事
業
費
削

減
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

問町長
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町
の
将
来
を
見
据
え

た
独
自
の
お
考
え
が

あ
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま

す
。

私
は
地
方
行
政
に
長

年
従
事
い
た
し
ま
し

た
経
験
を
十
二
分
に
生
か
し
、

西
桂
町
第
４
次
長
期
総
合
計

画
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
環
境
、
福
祉
、
教

育
、
文
化
、
産
業
等
、
様
々

な
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
私

が
町
政
に
取
り
組
む
基
本
的

な
姿
勢
は
、
”「
ふ
れ
あ
い
」と

「
語
ら
い
」
の
あ
る
ガ
ラ
ス

張
り
町
政
の
推
進
“
と
い
う

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
の
思

い
を
し
っ
か
り
聞
き
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
か
ら
必
要
な

施
策
を
創
出
し
て
し
っ
か
り

実
行
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
町
民
の
皆

様
と
の
信
頼
関
係
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
”「
ふ
れ
あ
い
」
と

「
語
ら
い
」
の
あ
る
ガ
ラ
ス

張
り
町
政
の
推
進
“
実
現
の

た
め
の
政
策
推
進
指
針
を
職

員
に
提
示
す
る
中
で
予
算
編

成
を
行
い
、
平
成
20
年
度
当

初
予
算
に
そ
の
実
施
計
画
を

反
映
さ
せ
て
議
会
並
び
に
町

民
の
皆
様
方
に
お
示
し
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、

住
み
良
い
町
づ
く
り
を

町長 問

相澤力造 議員 

町の将来を見据えた独自のお考えは

“「ふれあい」と「語らい」のある
ガラス張り町政の推進”実現へ

問答

今
後
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

運
営
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

を
進
め
る

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
々
が
利
用
さ
れ
、
収
益
も

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
改

善
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
に

は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

先
に
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、

不
幸
に
し
て
指
定
管
理
者
を

選
定
す
る
ま
で
に
は
い
か
ず
、

こ
れ
か
ら
は
、
適
切
か
つ
良

好
に
管
理
運
営
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で

す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。指

定
管
理
者
選
定
委

員
会
の
答
申
に
よ
り
、

審
議
さ
れ
た
１
社
に
つ
い
て

は
、
各
委
員
の
評
価
の
差
異
、

他
市
町
村
で
の
事
例
を
考
慮

し
、
複
数
社
に
お
い
て
比
較

検
討
す
る
こ
と
が
町
民
利
益

に
繋
が
る
と
判
断
し
、
再
募

問

町長

集
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
民
間

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
施
設

が
さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
の
向
上

を
希
望
し
ま
す
。
今
後
の
予

定
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
来

年
４
月
に
は
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
民
間
企
業
へ
の
移

行
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
今
後
も
議
会
及
び
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
や
関
係

者
等
と
十
分
協
議
し
て
事
業

展
開
を
図
り
ま
す
。

環太平洋学生キャンプ

ひよこ学級　さつま芋掘り



安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
は
、
道

路
の
整
備
が
第
１
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
町
の
主
要

道
路
は
国
道
１
３
９
号
１
本

の
み
で
、
富
士
吉
田
・
都
留

市
方
面
に
行
く
に
も
大
変
な

混
み
よ
う
で
、
特
に
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
目
に
余
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
件

で
前
知
事
に
直
接
お
願
い
し

た
経
緯
が
あ
り
、
県
道
富
士

吉
田
西
桂
線
道
路
整
備
計
画

が
で
き
て
は
お
り
ま
す
が
着

工
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
地
権
者
や
関
係
者
の

ご
理
解
の
も
と
、
こ
の
県
道

の
１
日
も
早
い
完
成
を
願
う

と
と
も
に
、
町
道
の
整
備
を

も
心
が
け
、
交
通
の
融
和
が

図
ら
れ
、
安
心
安
全
の
生
活

が
保
た
れ
ま
す
よ
う
願
い
、

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

私
も
地
域
の
発
展
や

活
性
化
に
つ
い
て
、

道
路
整
備
が
欠
く
こ
と
の
で
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問答

県
道
の
建
設
と
町
道
の
整
備

に
つ
い
て

安
全
で
快
適
な
道
路
整
備
に

努
め
る

問答

多
目
的
サ
ロ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の

「
町
民
サ
ロ
ン
」
の
設
置
へ

き
な
い
重
要
な
基
盤
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
優
良
企
業
の

誘
致
に
し
ま
し
て
も
、
道
路

整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

誘
致
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
１
３
９

号
の
渋
滞
解
消
並
び
に
有
事

の
際
の
避
難
路
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
当
町
に
と
っ
て
長

年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
事
業
化
さ
れ
て
い

る
県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

や
地
権
者
の
皆
様
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
１
日
も

早
く
完
成
す
る
こ
と
を
切
に

望
ん
で
い
ま
す
。
県
道
の
整

備
で
は
、
西
桂
地
内
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
富
士
吉
田
市

の
幹
線
道
路
か
ら
西
桂
町
を

通
り
都
留
市
の
幹
線
道
路
ま

で
の
整
備
が
早
急
に
進
む
よ

う
、
県
及
び
関
係
市
町
村
に

働
き
か
け
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
町
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
県
道
の
整
備
計
画
を

多
く
の
自
治
体
で
相

当
な
財
力
を
つ
ぎ
込

ん
で
文
化
会
館
や
美
術
館
等

を
建
て
、
維
持
管
理
に
は
大

変
な
金
が
か
か
り
、
後
々
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
町
の
財
政
も
厳
し
く
、

こ
れ
か
ら
小
中
学
校
の
体
育

館
の
建
設
、
下
水
道
の
整
備

等
、
多
く
の
資
金
の
必
要
と

さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
多
目

的
サ
ロ
ン
の
設
置
に
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
、
町

長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

「
町
民
サ
ロ
ン
」
の
設

置
は
、
多
く
の
町
民

が
期
待
を
し
て
い
る
多
目
的

施
設
で
あ
り
、
設
置
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
町
民
サ
ロ
ン
」
の
設
置

は
、
役
場
東
別
館
を
改
修
し
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄

っ
た
り
、
絵
画
や
手
芸
品
な

ど
町
民
の
作
品
を
展
示
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
や
行
政
資
料
の

開
示
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
拠
点
、
行
政
の
各
種

相
談
業
務
、
さ
ら
に
は
「
ふ

れ
あ
い
談
議
」
の
で
き
る
場

と
し
て
活
用
し
、
「
ふ
れ
あ

い
や
語
ら
い
、
さ
ら
に
は
や

す
ら
ぎ
」
な
ど
が
実
感
で
き

る
情
報
交
流
の
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

一
般
公
募
に
よ
る
町
民
の

参
加
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の

「
町
民
サ
ロ
ン
」
の
設
置
に
向

け
て
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

も
と
に
県
道
に
接
続
す
る
町

道
に
つ
い
は
、
今
ま
で
以
上

の
機
能
が
保
た
れ
る
よ
う
県

に
働
き
か
け
、
必
要
で
あ
れ

ば
町
独
自
で
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要

な
町
道
の
整
備
は
、
国
道
や

県
道
の
整
備
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
拡
幅
等
を
実
施
し
、

安
全
で
快
適
な
道
路
整
備
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

問

問

町長

町長

現在の役場東別館県道富士吉田西桂線
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建替えが待たれる小学校体育館

当
町
の
小
学
校
・
中
学
校

体
育
館
に
つ
い
て
の
耐
震
診

断
調
査
測
定
に
よ
り
ま
す
と
、

基
準
に
満
た
な
い
測
定
結
果

が
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
海
地
震
な
ど
大
規
模

災
害
の
際
に
避
難
場
所
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
っ
て
も
、
耐
震
化

率
１
０
０
％
に
、
一
日
も
早

い
完
全
な
施
設
が
不
可
欠
と

考
え
ま
す
。

体
育
館
建
て
替
え
事
業
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
予
算
に
、
屋

内
運
動
場
設
計
委
託
を
計
上

し
ま
し
た
。
小
学
校
屋
内
運

動
場
建
設
事
務
に
つ
い
て
は
、

県
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、

建
設
に
向
け
て
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
10
月
31
日

に
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設

委
員
会
の
委
嘱
状
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
、
耐
震
診

断
・
耐
力
度
測
定
測
定
結
果

に
よ
る
と
両
学
校
の
屋
内
運

動
場
共
に
文
部
科
学
省
基
準

の
耐
力
度
性
能
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。
建
物
全
体
と
し

て
の
耐
力
向
上
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
補
強
工
事
は

現
実
的
で
は
な
い
と
判
断
し
、

小
学
校
を
平
成
20
年
度
、
中

学
校
は
平
成
21
年
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
両
学
校
の
屋

内
運
動
場
は
、
社
会
教
育
の

場
所
と
非
常
災
害
時
の
点
を

考
慮
し
、
効
果
的
な
建
物
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問のその後

あの質問はどうなったずら

質

問

体
育
館
建
て
替
え
事
業
の

基
本
的
な
取
り
組
み
は

小
学
校
を
平
成
20
年
度
、

中
学
校
は
平
成
21
年
度
を
予
定

答

弁

小
学
校
体
育
館
、
県
の
現
地
視
察
実
施

現

状

跡追跡
平成18年９月定例議会
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西桂町議会では、議会だよりを通じて町

議会や町に望むこと、議会だよりを読んだ

感想などを募集しています。

皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今

後の議会活動に反映させてまいりますの

で、積極的なご参加をお願いいたします。

７月７日のほたる祭りは、今年はほたるの数も多

く飛んで盛況でした。

環境問題が指摘される中、ますますほたるが増え

るように協力しましょう！！

小・中学校の体育館が耐震強度

不足とのことですが、７月におこ

った中越沖地震のこともあります

ので、早急に対策をお願いいたし

ます。

クイズ正解者、感想・意見・写真提供者、のうち抽選で10名の方に、

写真の手作り味噌にバナジウム水（各１ケ）を添えてプレゼントします。

問題：平成18年度西桂町一般会計決算歳出額は

答え：① 1,705,329,670円

② 1,745,592,771円

③ 1,836,047,140円

応募方法：①～③の答えの数字と住所、氏名、電話番号、議会だよりを

読んだ感想や議会へのご意見を書いて、はがき、FAX、

E-Ma i lにてご応募ください。

締切は12月５日（当日消印有効）です。当選者の発表は発送

をもって代えさせていただきます。

〒403-0022  西桂町小沼1501-1 西桂町議会広報編集委員会
TEL 0555-25-2121 FAX 0555-20-2015

E-Mail gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp

【ヒント：2ページ】

プレゼントクイクイズ プレゼントクイズ 
今号の賞品

「手作り味噌」と「バナジウム水」のセット

写真募集中
（採用された方には記念品を進呈）
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フ
ラ
・
ラ
・
プ
ル
メ
リ

ル
メ
リ
ア 
フ
ラ
・
ラ
・
プ
ル
メ
リ

ル
メ
リ
ア 
フ
ラ
・
プ
ル
メ
リ
ア 

フラ・プルメリアの皆さんと

〔
取
材
　
佐
藤
・
相
澤
〕

問

団
体
名
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん

フ
ラ
・
プ
ル
メ
リ

ア
で
す
。
プ
ル
メ
リ
ア
は
花

の
名
前
で
す
。

問

い
つ
か
ら
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
か
。

皆
さ
ん

今
年
の
５
月
か
ら

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

問

参
加
者
数
と
活
動
内
容

を
教
え
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん

会
員
数
は
14
名
で

す
。
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
で
毎
週
金

曜
日
10
時
か
ら
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

問

代
表
者
と
指
導
者
の
お

名
前
は
。

皆
さ
ん

代
表
者
は
、
伊
藤

さ
ん
、
指
導
者
は
、
石
田
先

生
で
す
。

問

今
後
の
目
標
は
。

皆
さ
ん

各
種
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
し
た
い
で
す
。

問

町
行
政
に
望
む
こ
と
は
。

皆
さ
ん

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発

表
の
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

夏祭りでのフラダンス 毎週金曜日の練習風景

９
月
定
例
会
日
程

９
月
７
日
議
会
運
営
委
員
会

14
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
行
政
報
告

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
41
〜
47
、

承
認
６
〜
14
）

一
括
説
明

◇
決
算
監
査
報
告

一
括
質
疑

各
常
任
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

21
日
連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

28
日
本
会
議
再
開

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

報
告

（
議
案
41
〜
46
、

承
認
７
〜
12
）

◇
付
託
議
案
建
設
文
教

委
員
長
報
告

（
議
案
47
、

承
認
６
・
13
・
14
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採

決
◇
町
長
議
案
上
程

（
同
意
７
・
８
・
９
）

説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

◇
一
般
質
問



最
近
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
、

環
境
と
か
エ
コ
等
と
い
う
言

葉
が
出
な
い
日
が
な
い
ほ
ど
、

今
、
環
境
問
題
は
私
達
の
生

活
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
の
変
化
は
、
直
ぐ
に

は
見
え
な
い
も
の
で
す
が
、

早
く
気
付
き
、
問
題
の
解
決

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
の
で
き
る
行

動
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、

小
さ
な
積
み
重
ね
が
環
境
破

壊
を
防
ぎ
、
素
晴
ら
し
い
未

来
に
引
き
継
ぐ
事
に
な
る
の

で
す
。
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
に
も
綺
麗
な
地
球
に
戻
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
議

会
広
報
は
、
町
の
皆
様
の
ご

意
見
を
尊
重
し
作
っ
て
い
く

も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
皆
様

の
考
え
を
是
非
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
も
の
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
佐
藤
）

編
集
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
子

副
委
員
長
　
佐
藤
　
勝
男

委
　
　
員
　
勝
俣
　
照
雄

委
　
　
員
　
相
澤
　
力
造

委
　
　
員
　
滝
口
新
一
朗

発行人／西桂町議会議長　郷田 和美　　　　編集／西桂町議会広報編集委員会

 

 

永遠の記憶　～中学校蛍水祭～ 

 

農業委員さんとの稲扱き　～小学５年生～ 

 ソーレ、ソーレ！引っぱれソーレ、ソーレ！引っぱれ！！　～！　～ 小学校運動会小学校運動会 ～ ソーレ、ソーレ！引っぱれ！！　～ 小学校運動会 ～ 

 

 

永遠の記憶　～中学校蛍水祭～永遠の記憶　～中学校蛍水祭～ 

 

農業委員さんとの稲扱き　～小学５年生～ 

永遠の記憶　～中学校蛍水祭～ 

ソーレ、ソーレ！引っぱれ！！　～ 小学校運動会 ～ 

 

 

永遠の記憶　～中学校蛍水祭～ 

 

農業委員さんとの稲扱き　～小学５年生～農業委員さんとの稲扱き　～小学５年生～ 農業委員さんとの稲扱き　～小学５年生～ 
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郷田前教育長には、平成

16年10月に就任されて以

来、３年にわたり、町の教

育行政推進のためにご活躍

されました。

この間、明るくたくまし

い西桂っ子の育成に努めら

れるとともに、中学校テニ

スコート改修事業の推進、

地域に開かれた中学校図書

室の開放や児童生徒の防犯体制の強化などにご尽力さ

れ、小中学校体育館の耐震改修事業にも道筋をつけられ、

教育行政の執行責任者として教育委員会を支え、その

行政手腕は卓越したものがありました。本当に長い間、

ご苦労様でした。

なお、後任には、川村奇子郎氏が就任いたしました。

（関連記事5ページ）

退任された 郷田 盛直 氏

ご苦労様でした ご苦労様でした ご苦労様でした 


